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第６学年西組 社会科学習指導案

「米づくりがもたらしたくにへの道のり ～国づくりへの歩み～」
学習指導者 半澤 友博

１ 学級（34名）の実態

（１）共に学びを進め合うことに関する学級の実態

課題解決に向けて、資料を参考にしながら考えをもったり、友達はどうかなと考え、友達の考えを聞

きながら解決したりする様子が伺える。また、質問紙調査の結果では、社会科の時間に「自分の考えがこ

れでよいのか見直している」と答えた子供は34名であった。しかし実際の授業では、友達の意見や他の資

料と比較しながら、自分の考えが妥当かどうか再考したり、納得解を考えたりしている子供は多くない。

（２）本単元の学習に関する学級の実態

18名の子供が弥生時代を知っており、「里同士の争いがあった時代」「米づくりが始まった時代」など

と争いが起こったことや米づくりが始まったことを知っている子供は10名いる。また、弥生時代にはどの

ような困難があり、その原因は何かを問うと「争いが始まり多くの人が死んでしまう」「冬に食料がなく

なって多くの人が死んでしまう」という争いと米づくりが関連していない回答が多い。このことから、弥

生時代は、米づくりが始まったことを知っている子供もいるが、常温で長期保存が可能であり、一粒から

多くの量が採れるといった米の特徴が、弥生人にとってどのような価値をもっていたかについての理解や、

米が争いにつながったことの理解は十分ではない。

２ 本単元で目指す「共に学びを進め合う子供」の姿と習得を目指す「解決する」方法

前時までの知識と新しく知った事実との違いを見付け、課題を設定していく。例えば、

③時では、「縄文時代の人々のくらしはよく分かったよ。次の時代の弥生時代はどのようなくらしをして

いたのかな」などとこれまでの知識と比べることで違いを見いだし、課題を設定する。

社会科のこつ（時間・空間・立場）を手掛かりに、本時使えそうな資料や既習を選び、解

決の見通しをもつ。例えば、⑥時では「僕は、弥生時代に暮らす人々の立場で考えたのと同じように、古

墳を作った仁徳天皇の立場で考えるとよさそう」などと解決の見通しをもつ。

方法：「今の考えでよいかを確かめる」

見通しを基に、時間的視野や空間的視野、立場を広げながら、採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷によ

る統一の様子について友達と調べたり、説明し合ったりしていく。また、これらの事象を比較したり関連

付けたり、今の考えでよいのか確かめたりしながら、世の中の様子の変化について考えていく。例えば、

⑥時では「僕は、大仙古墳の資料から、大きい力を示したかったんだと思ったよ。他の人の考えと比べて

（他の資料でも同じことが言えるのかを）確かめてみよう」「確かに。それに、地図から考えてみると、

交易で通る外国人からしても何て力のある国だと思うだろうな」「なるほど。外国人に対しても、力の大

きさを示せたんだね｣「弥生時代と比べて考えると、弥生時代は争いで人々が困っていたけれど、これだ

け大きな力がある人が現れると、それに人々が従い、争いは少なくなりそうだ」「なるほど。当時の権力

者が古墳を作ろうと思ったのは、力の大きさを示して人々をまとめることや外国へのアピールという意味

が考えられるね。」「労働の対価として米を受け取っていたという話からも、古墳時代になり、王を中心

に、だんだんと人々がまとまってきていると思うよ」などと、むらからくにへと変化していっていること

を捉えていく。

本時分かったことや分かった理由と自分なりのがんばり、友達のよかった考え、次時に分

かりたいことの中から自分が選択した観点で振り返りカードに記述する。時には、「〇〇さんのおかげで、

米づくりによって食料が安定したことがよく分かったよ。ありがとう」などと友達と関わるよさを感じた

り、参考になった友達に感謝を伝えることで互いに自己の貢献を感じたりしていく。
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３ 達成意欲を高める目標共有の工夫 ①時

①時では、まず縄文時代に関する資料を掲示することで、漁

や木の実などの狩猟採集の生活をしている様子を捉えられるよ

うにする。その後、古墳時代に関する資料を提示し、巨大な古

墳が強大な権力をもつ王のために作られたものであったことを伝えるとともに古墳時代の暮らしの様子を

読み取る場を設定する。そして、縄文時代から古墳時代にかけて生活に大きな変化があったことを捉えら

れるようにすることで、この間に人々の暮らしはどのように変わっていったのか知りたいという思いを高

め、「大昔の人たちの暮らしはどのように変わっていったのだろう」と目標を設定する。

４ 単元計画と方法の習得の段階に合わせた手立て（本時 ４/７）

次 単元計画 方法の習得の段階に合わせた手立て

① 大昔の人たちはどのような暮らしだったのだろう 【認知段階】

縄文時代や古墳時代の資料から各時代の大まかな様子を知り、単元の目 ②時で、これまでの解決場面の

標を設定する。 学習を想起し、自分なりの考えを

② 縄文時代はどのような暮らしだったのだろう もつことはできても、合っている

縄文時代の暮らしの想像図や食べ物年表などの資料を調べ、縄文時代は かどうか不安に思った経験を共有

狩りをしたり木の実などを集めたりといった、狩猟採集を行うとともに縄 する。その後、「今の考えでよい

文土器を使った暮らしをしていたことを理解する。飢餓線の資料から、食 のか確かめる」という方法をモニ

料が不安定だったことを捉え、弥生時代はどうだったのか疑問をもつ。 ターに映しながら一緒に考えを再

③ 弥生時代はどのような暮らしだったのだろう 考することで方法を教示する。ま

弥生時代の暮らしの想像図や食べ物年表などの資料から、米づくりの始 た、考えを確かめるために他の資

まりや指導者の存在、食事、道具などについて調べ、弥生時代は米により 料から考えたり、友達の考えを参

生活が安定したことを理解する。 考にしたりするとよいことを共有

④ 米づくりが広がり、なぜ争いが起こったのだろう する。さらに、方法を使うことで、

吉野ヶ里遺跡のさくやほり、首のない人骨の資料から学習課題を設定す 自分の考えやその理由が変わった

る。縄文時代の暮らしと比較しながら、弥生人にとっての米の価値を捉え、 り、より納得のいく考えが導き出

米づくりに必要な土地や道具などを巡って争いが起こったことを捉える。 せたりして、考えが深まったこと

そして、祭壇の位置から指導者の重要性に気付き、争いに勝った指導者は を感じられるようにする。

他のむらを従え、くにになっていったことを理解する。例として、卑弥呼 【想起段階】

について知る。 「考えを作った後はどうすれば

⑤ なぜこんなにも大きい古墳をつくろうと思ったのだろう よかったかな」と問いかけること

大仙古墳の資料などの調べから、力の大きさを示したり、人々に協力さ で、方法を想起できるようにする。

せて支配したりするといった古墳の意味を多角的に考え、渡来人について その際、方法の言葉を掲示してお

も理解する。その後、地図アプリで大仙古墳を見て、その周りには大きな くことで、想起しやすくする。方

古墳が集まっていることに気付き、なぜこんなにも集まっているのか疑問 法の想起がしづらい子供に対して

をもつ。 は、個別に自己調整シートの解決

⑥ なぜ奈良や大阪に大きな古墳がたくさんあるのだろう 場面を指差しながら想起を促す言

前方後円墳の分布と規模の大きい古墳の数の資料や出土品の資料から近 葉かけをすることで、方法を想起

畿地方の豪族が強い勢力をもっていたことを捉える。また、大和朝廷とい できるようにする。

う政府と大君という人物について知り、一つのくにになってきたことを捉

える。

⑦ 大昔の人たちの暮らしはどのように変わっていったのだろう

これまでの学びをまとめ、人々の暮らしや関係が変化したことにより国

土が統一されていったことを捉え、米づくりの広まりと暮らしの変化の関

係を考え、図や文章などにまとめる。
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【縄文時代と古墳時代に関する資料】

【自己調整シート】
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５ 本時の学習

弥生時代に争いが起こった理由を話し合う活動を通して、弥生人にとって大切な米づくりに必

要な土地や道具を奪い合っていることに気付き、指導者を大切にする意味を考えることで、米づ

くりに適した土地を求めて勢力を拡大するために指導者を中心にまとまってきたことを理解する。

１ 前時の学習を振 むらのみんなで協力して米を作り、食料が安定し困ることもなさそうだね

り返り、本時の学 首のない人骨があったんだね。さくやほりもあったんだね。

習課題を設定す このことからむら同士の争いがあったことが分かるよ。

る。 米づくりが広がって、なぜ争いが起こったのかな。

２ 解決の見通しを Ａこれまでと同じように縄文時代 Ｃ弥生人の立場から考えるとよさそ

もつ。 比べると分かりそう。 うだね。

Ｂ縄文時代と弥生時代の違いから Ｄ弥生人は米づくりを始めていたね。

か分かるかもしれないね。 Ｃ米づくりに関したものが原因かも。

３ 争いの原因につ Ａ弥生時代から始まった米の価値が Ｃ米づくりに必要な土地を奪い合っ

いて話し合う。 ある、たくさんできるということ たんだよ。

(１)個人 が原因だと思うよ。他の人の考に Ｄ確かに。それに水や道具も必要だ

(２)自由交流 も聞いてみよう。 ったんじゃないかな。

(３)全体交流 Ｂ僕は米が保存できるものだったか Ｃそうだね。米づくりには水や作る

らこそ奪い合ったのだと思うよ。 道具も大切だからね。それに、作

Ａ確かに。肉などは保存ができず、 る人も多く必要だろうね。

米は弥生人にとって命を守る大 Ｃ米づくりに必要なものを求めて争

切なものだったんだね。 いが起こったということだね。

米が弥生人にとって命に関わるほど大切なもので、それを作るために必要

な土地などを奪い合って争いが起こったんだね。

４ 指導者の大切さ あれっ。真ん中には指導者。なぜ指導者が大切なのかな。

について話し合 争いにはまとまりが大切で指導者の存在が必要だったんだろう。

う。 争いに勝ったむらは大きくなり、くにになるんだね。そのリーダーは王と呼

ばれ、卑弥呼がその中の一人なんだね。

５ 本時の学習を振 弥生人にとって、とても大切だった米づくりに必要な土地や水、道具などを

り返る。 奪うために争いが起きたんだね。そして、より土地を拡大するために指導者

も大切になり、勝つことでむらからくにになっていったということだね。

今日の学び方を振り返ろう。

ＡＢさんの保存できるという意見のおかげで米の大切さがより分かったよ。

Ｂありがとう。Ａさんの「米は量が採れる」という意見もよく分かったよ。

弥生時代に争いが起こった理由について、既習の資料や友達の考えを参考に今の考えでよいの

か確かめながら、米づくりに必要な物をめぐって争っていたことを理解している。また、指導者

を中心にむらが大きくまとまっていったことを理解している。 【方法：発言、様相、ノート】

主な子供の意識学習活動
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米づくりが広がり、なぜ争いが起こったのだろう
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６ 本時の詳細（ は、共調整を促す手立て）

～ 課題設定 ～ 学習活動１

授業の初めに子供たちは、補助黒板やノートを基に、弥生時代は米の登場により、食料が安定した

ことについて自発的に振り返っていくだろう。その後、首のない人骨やほりやさくの資料を掲示し、

むら同士の争いが起こったことを捉えられるようにする。そうすることで、前時までとのずれに驚き

を感じ、米づくりが広がって、なぜ争いが起こったのか知りたいという意欲を高め、学習課題を設定

する。

～解決の見通し～ 学習活動２

これまでの学習経験から、社会科のこつ（時間・空間・立場）を手掛かりに、本時使えそうな資料

や既習を選び、解決の見通しをもっていくだろう。その際、補助黒板や社会科のこつなど、既習を振

り返りやすいものを選択できるようにする。また、必要に応じて他者と話し合ってもよいことを共通

理解しておくことで、共調整を促す。

～ 解 決 ～ 学習活動３・４

弥生時代にはなぜ争いが始まったのか考え、縄文時代と弥生時代の資料を関連付けながらノートに

自分の考えを記述し、友達と交流していく。その際、縄文時代や弥生時代の想像図やそれぞれの図か

ら読み取った生活の様子をノートや補助黒板に残しておくことによって、本時必要になる既習をいつ

でも確認できるようにしておく。自分の考えが書けた後は、争いの原因としてノートに記述されてい

るであろう「土地」「水」「人」「米」「道具」の５つの原因を子供と確認しながら別々に板書する。そ

して、自分がどの考えに近いのかを問い、自分と近い考えのところにネーム磁石を貼る場を設定する

ことで、誰がどのような考えをもっているのか明確になり、方法を使いやすくする。また、「考えを作

った後はどうすればよかったかな」と問い、方法を想起する。方法を使えていない子供には、手順を

示した掲示物を指差し、方法を使えるように支援していく。全体交流では、「何のために必要だったの

かな」と問いかけたり、５つの要素全てが「米づくり」に共通されることを板書で構造的に示すこと

で争いの原因は米づくりにあったことに気付けるようにする。

米づくりが原因だと考えがまとまった後、弥生時代の暮らしの想像図を見直す場を取り、高床式倉

庫の場所を確認する。中央には高床式倉庫ではなく祭壇があり、

米ではなく指導者が大切にされていることを理解する。「なぜ指

導者が大切なのか」を問い、米づくりや争いには人の団結、連携

が必要で、そのためには指導者が大切であることに気付いていく。

そして、「勝ったむらはどうなるか」を問い、勝ったむらは負け

たむらを取り込み、だんだんと大きなむらとなり、それがくにと

なっていったことを理解できるようにする。

～ 振り返り ～ 学習活動５

本時の学習をまとめる。その後、分かった理由と自

分なりのがんばり、友達のよかった考え、次時に分か

りたいことの中から自分が選択した観点で記述できる

ようにした振り返りカードを使って振り返りを行って

いく。友達のよかった考えを見付けた人は、その相手

によかったことを伝えるとともに名前を書くことで、

友達と関わるよさや自己の貢献を感じられるようにす

る。また、社会科の見方・考え方や友達との関わり方

に一つでも〇がつけばパワーメーターに日付を書き、

自己の成長を感じられるようにする。個人で振り返った後、「今の考えでよいかを確かめてよかったこ

とはあったか」を問い、「考えが深まった」などの経験を想起できるようにし、共有することで、「今

の考えでよいかを確かめる」という方法のよさを感じられるようにする。

【振り返りシートの一部】

【大まかなむらの場所の資料】


